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＜岩手県立磐井病院 理念＞ 

地域の皆様に納得のできる医療を提供します 

 

＜岩手県立磐井病院 行動指針＞ 

① 患者さんの希望や背景を尊重します。 

② 患者さんの個人情報を守ります。 

③ 患者さんの安全に配慮し診療に全力を尽くします。 

④ 地域における医療・介護・福祉の連携に貢献します。 

 

Contents 
●当院が｢赤ちゃんにやさしい病院(BFH)｣に 

認定されました・・・・・・・・・・・・１、２ 

●病棟紹介～２病棟～・・・・・・・・・・３ 

●紹介率、逆紹介率・・・・・・・・・・・３ 

●お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・４ 

連 携 医 療 機 関 の 皆 様 と 共 に 歩 む 

令和元年 9 月 

第 25 号 

岩手県立磐井病院 連携いわい 

BFH 認定授与式 

（Ｒ1.8.3 札幌市民ホール） 

UNICEF・WHO からの 

認定証 

 

 

←参加した当院「母乳育児推進 
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「赤ちゃんにやさしい病院・BFH」認定証授与式 

 

新生児科長 天沼 史孝 

 

1990 年にユニセフ（UNICEF）と世界

保健機構（WHO）が定めた、世界母乳

の日(8 月 1 日)、世界母乳育児週間（8

月 1 日～7 日）には、毎年、世界 170

カ国以上で母乳育児の促進と乳児の栄

養改善を目指した取り組みが行われて

おり、日本では毎年、母乳育児シンポ

ジウムが開催され、同時に「赤ちゃん

にやさしい病院・BFH」認定証授与式も

行われる。 

今年は当院が認定を受け、8 月 3 日・

4 日に札幌市で開催された第 28 回目の

シンポジウムにおいて、磐井病院名入

り法被をまとった院長はじめ総勢15名

のメンバーで認定証授与式に参加して

きた。 
 BFH とは、母乳育児を中心とした適切な新生児ケアを全世界で推進するため，長期に

わたり母乳育児に積極的に取り組んでいる施設のことで、日本ではユニセフ（UNICEF）

と世界保健機構（WHO）の委託を受けた日本母乳の会による審査・推薦を経て認定さ

れる。今年の認定により、当院は県内で盛岡市の黒川産婦人科に続き 2 番目、県地域

周産期母子医療センターでは初の認定施設となった。 

 当院では、妊娠中からのケアの充実、産後サポート体制の強化、母子同室、早期母

子接触、母乳育児支援などを実行している。母乳育児成功のための 10 カ条（10 ステ

ップ）を長期にわたって尊守し、実践するため、院内に母乳推進委員会を立ち上げ定

期的な委員会の開催、現状を把握し問題点の抽出・改善、ワークショップや研修会、

シンポジウム等に参加、おっぱい通信というリーフレットを定期的に発行し院内・院

外へメッセージを配信し、母乳育児の大切さや必要性を浸透させてきた。 

今後は現状に満足せず、地域全体へ広めていくことが我々に与えられた使命として、

赤ちゃんとお母さんが楽しく母乳育児が継続出来るよう病院スタッフ一同、地域の皆

様に選ばれる施設にしたい。 
医療従事者が母乳育児支援に十分な知識、能力、技術を持ち、実践することが大切

であり、地域の医療従事者、保健師、保育士を含む行政による、母乳育児の大切さに

対するご理解とご協力をお願いし、母乳育児を地域全体、ゆくゆくは岩手県全域に広

めたい。 
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2 病棟は、外科、救急科、歯科口腔外科を有する 51 床の病棟です。外科では、消化器
系、乳房、甲状腺等の手術を受ける患者さんの周手術期看護、救急科では外傷、薬物中
毒、肺炎、熱中症、マムシ咬傷、アナフィラキシーショック等の急性期医療を行ってい
ます。 
 患者さん１人１人が安心して退院後の生活を過ごせるように、入院から手術後の経過
を予測し、医師やリハビリテーションスタッフ、薬剤師、栄養士、患者支援センターと
相談しながら退院支援を行っています。人 
工肛門造設後の方などには、退院前訪問や 
退院後訪問などを行い、退院後の生活が困 
らないよう支援しています。 
 多職種が関わることで、患者さんが順調 
に回復していく過程を医療チーム間で実感 
できること。また、患者さんやご家族から 
感謝の言葉をいただくことが、仕事へのモ 
チベーションや元気の源になっています。 
緊張が絶えない職場ではありますが、患 

者さんが不安なく過ごせるよう、笑顔が絶 
えない職場を心がけています。 
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当院は、平成 25 年 10 月より地

域医療支援病院の指定を受けて
おります。患者に身近な地域で医
療を提供されることが望ましい
という観点の元、地域の中核病院
として各医療機関と適切な連携
を図っていくよう努めておりま
す。そうしたなかで、紹介率・逆
紹介率は、第一線の地域医療を担
う、かかりつけ医を支援する一指
標として用いられており、地域医
療支援病院の承認要件（当院では
紹介率 50％越え、かつ、逆紹介
率が 70％を越えること）ともな
っています。 

 
皆様のご協力のおかげで、

今年度の紹介率・逆紹介率

の承認要件を満たすこと

ができております。 

誠にありがとうございま

す。 



 

■ 褥瘡研修会 を開催します 

『こんなときどうする？褥瘡ケア  
～栄養・薬剤・リハビリの視点から～』 
 

○開催日時：1１月１日（金）17:45～19:00 
○会  場：磐井病院 ２階 多目的会議室 
○参加対象：医療・介護・福祉に携わる職種どなたでも 
○主  催：磐井病院 褥瘡予防対策委員会 
○参 加 費：無料 
○申し込み：必要（下記までお問い合わせ下さい） 

⇒磐井病院 医事経営課 TEL：0191-23-3452（内 1353） 

■ よろず講演会 を開催します 

前半：『抗がん剤について』 

後半：よろず相談&お茶会 ～自由にお話ししましょう～ 
 
○講  師：磐井病院 主任看護師 高橋 大 氏 
○開催日時：11 月 22 日（金）13：00～15：00 
○会  場：磐井病院 ５階会議室 
○主  催：がん患者・家族サロン「こころば」 
○参 加 費：無料 

○申し込み：不要 

■ 第 12 回両磐地域緩和ケア医療従事者研修会 のお知らせ 

○開催日時：12 月 1 日（日）9：00～17：20 
      ※事前にインターネットでの『e-learning』 

       受講が必要です。 

○会  場：磐井病院 ２階 多目的会議室 
○参加対象：医師・歯科医師、薬剤師、看護師、MSW、 
      放射線技師、臨床検査技師等の医療職 
○主  催：一関市医師会／磐井病院（共催） 
○参 加 費：無料（昼食等として 1,000 円を負担） 

○修了認定：厚生労働省健康局長及び岩手県知事名で 
      『修了証書』が交付されます。 
○申し込み：下記までご連絡ください 

（受講案内をお送りします） 
⇒磐井病院 地域医療福祉連携室 

 TEL：0191-23-3452（内 8105） 
 

 

  

 

岩手県立磐井病院 
【連絡先】 

〒029-0192 岩手県一関市狐禅寺字大平１７ 
電話（0191）-23-3452 Fax （0191）-23-9691 
連携室直通 Fax (0191)-21-3990 
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